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6.　軍国主義化・翼賛選挙と軍都多摩
　1930 年代前半、昭和初期の日本は、外にあっては英米を中心としたヴェルサイユ体制の動揺、
国際共産主義運動とそれに対抗するファシズムの台頭、内にあっては、世界恐慌による失業者
の増大、労働争議・小作争議の激化という激変する内外情勢の中で、「大正デモクラシー」によっ
て誕生した政党内閣の統治能力が試された時代であった。男子普通選挙制を接ぎ木した明治憲
法体制の有効性を評価する二大政党、「憲政常道」派と、国体概念を基軸に据え、軍部の力を
頼んで資本主義体制や議会を含めた統治構造、制度の根幹的な「改造」を求める「新体制」・「革
新」派との間の権力闘争へと局面が転換していった。
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the…proletarian…party,…they…accelerated…trend…forward…militarism…in…early…Showa…era.
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progress…after…that…they…brought…the…change…of…political…power.
………In…conclusion,…voters…of…Tama…area…changed…modern…Japanese…political…history…in…
many…scenes.
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　昭和初期の日本は、経済発展の反面で、下層の都市労働者や農村の小作人の窮乏が表面化し、
格差の問題の解決をめぐって思想対立が激化した時代でもあった。坂野潤治氏によれば、「明
治デモクラシー」が「国会」を作り、「大正デモクラシー」が「普通選挙制」を作った後を受
けて、社会的な「格差」を是正することが、「昭和デモクラシー」の課題であった。「階級」に
焦点を合わせれば、明治維新が武士の革命、明治デモクラシーが農村地主の運動、大正デモク
ラシーが都市中間層の運動であったのに対し、「昭和デモクラシー」は労働者と小作人の運動
であった。1936（昭和 11）年から翌年 6 月にかけての社会大衆党の躍進は、「広義国防論」即
ち軍拡に反対し、国民生活の安定を求める自由主義乃至デモクラシー、総選挙を通じて議会主
義的に「格差の是正」に取り組む社会民主主義として進歩的知識人の支持を受けた。1…日中戦争
後の総力戦体制を待つことなく、平等化に向かう政治的潮流が台頭しつつあったのである。
　犬養毅内閣が最後の政党内閣となったというのは後世の「常識」であるが、1930 年代前半
にあって、当時政党政治が軍部の前に終止符を打ったという認識はなく、なお既成政党の勢力
は健在であった。1934（昭和 9）年 5 月には政民政策協定が成立し、政民提携と単独内閣の間
で揺れ動く。二・二六事件直前の総選挙の時点では、政党内閣の復活は半ば当然視されていた。
　国内外の平等主義、内にあっては特権階級の打倒、外にあってはアジア主義による西欧植民
地主義の駆逐を図る「昭和維新」の雄叫びの高揚とともに、もう一つの政治的アクターとして
軍部が台頭する。しかし、政党と軍部は必ずしも対峙し続けた訳ではなかった。一部の政治家
と軍部との間では、お互いを利用して権益拡張を図る構図が成立したのである。1922（大正
11）年の山縣有朋の死は、陸軍内の「下克上」に拍車をかけた。いわゆる統制派と皇道派では
めざすべき体制の方向性が異なったが、皇道派の中でも、真崎甚三郎や荒木貞夫のような上層
部が嫌った国家社会主義的、平等主義的要素は、経済的危機、農村の疲弊の中で、北一輝や西
田税を通じて隊付青年将校たちに深く浸透した。そして、陸軍では満蒙領有の上に対ソ連総力
戦に備えるための国家構想が台頭していた。そこに、在学中に『日本改造法案大綱』を読み、
著者本人に感化された岸信介や、毛里英於菟といった革新官僚の一群が隊列に加わったのであ
る。「二キ三スケ」と言われたように、岸の背後には長州人脈と満州人脈が屹立した。
　軍内部での権力闘争の端緒は、1921（大正 10）年 10 月に遡る。ドイツ、バーデンバーデン
のホテルで永田鉄山等 3人の中堅将校が陸軍の派閥解消、即ち山縣系上層部の一掃、総動員体
制に向けた軍備近代化の必要性を話し合って以来、陸軍青年将校の改革運動は、1927（昭和 2）
年の「二葉会」、「木曜会」の発足を経て、1929（昭和 4）年 5 月に陸士 16 期生を中心に 40 人
の将校の結集した「一夕会」となって結実する。東北出身の石原莞爾、板垣征四郎、東條英機
自身は東京の生まれだが、父は盛岡出身で長閥によって冷遇された。明治期の陸軍大将進級者
の 4割を長州出身者が占め、大正期にはその比率が低下していくが、彼らは長州出身者を陸軍
大学校に入学させないことを申し合せ、それが実現されたと言われている。2…有力メンバーで
ある河本大作大佐の起こした 1928（昭和 3）年の張作霖爆殺事件に際しては、河本処分に反対
し、田中内閣を倒す力を発揮した。そして、満蒙領有に向け、満州事変の時期には陸軍中央と
関東軍の中堅実務幹部を掌握する。彼らはやがて統制派と皇道派（土佐・佐賀系が多い）に袂
を分かつが、長州閥が軍部の跳梁跋扈や青年将校の決起を用意した、と見なすこともできよう。
1… 坂野潤治（2014）『＜階級＞の日本近代史…政治的平等と社会的不平等』講談社選書メチエ pp.175-183
2… 秦郁彦（2012）『軍ファシズム運動史』河出書房新社［原著：1962］pp.64-69
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　一夕会につながる動きとは別に、1931（昭和 6）年 8 月の日本青年館での郷詩会に集った西
田税、井上日召、橘孝三郎、そして陸軍の菅波三郎や大岸頼好、海軍の藤井斉、三上卓等隊付
青年将校の国家改造運動のグループ、いわゆる皇道派の動向も、1931（昭和 6）年の三月事件
以降、翌年の血盟団事件、五・一五事件、そして二・二六事件によって政党政治の行方を大き
く左右する存在となった。西田税は、広島陸軍地方幼年学校を首席で卒業するが、多数を占め
る山口県出身者の壮絶ないじめに遭い、後に軍閥打倒に立ち上がる原点となったとされる。3
　藩閥支配が日中開戦に影を落とした点も見逃せない。稲葉君山（新潟県）、内藤湖南（秋田県）
を経て石原莞爾（山形県）を産むいわゆる「支那派」の形成である。イスラーム研究の大川周
明（山形県）の存在も同系列に位置づけられよう。明治維新の敗者（賊軍）となった東北人に
とって、中国大陸は朝敵の汚名を着せられた諸藩の末裔たちが結集する、国内において満たさ
れぬ夢を投影すべき残された辺境であり、「清朝史研究は、東北人に附課せられた未完成の事業」
（稲葉君山）であった。そして、問題は彼らの浸透させた「東亜の運命共同体」といった明治
期の中国認識が、五四運動以降の激動に対して十分な射程を持ち得なかった所にあった。4
　男子普通選挙の開始とともに、政友会を中心に疑獄事件の追及や、議会答弁の言葉尻を捉え
て問題視するポピュリズム的傾向が顕著となり、与野党間の対立は熾烈を極めた。政友会の対
欧米協調方針を継いだ犬養総裁も、軍縮には前向きであった。しかし、1930（昭和 5）年、濱
口雄幸内閣のロンドン海軍軍縮条約交渉を海軍軍令部の力を借りて統帥権干犯として糾弾し、
強硬路線へと転じていった。海軍軍縮条約が青年将校たちを崛起させる契機となった。
　三多摩壮士はかつて「長閥・陸軍打倒」を叫んでいたが、政友会内では久原房之助や森恪等
の親軍派が勢いを増していた。久原－津雲、初めての長州－多摩連携の成立である。一見する
と不自然にも見えるが、関東派を束ねた横田千之助が久原と連携して担いだ田中義一、と見る
と首肯できよう。久原幹事長と富田幸次郎の間で結ばれた政民協定の背後には、津雲国利や中
溝多摩吉等の多摩人脈が存在した。津雲は院外団とともに、久原の下で裏工作にも力を発揮す
る。1926（大正 15）年 7 月、北一輝が政友会筆頭幹事の森に怪写真を持ち込み、若槻内閣打
倒を策した朴烈事件に際して、「森は当時院外団員であった津雲国利氏に事件の構成を命じた」
のであった。5…市ヶ谷刑務所看守による所内の実情を暴いた摘発書発表の工作は、森と津雲の
仕掛けた罠と見てよい。与党時代の 1928（昭和 3）年には、パリ不戦条約の締結で「人民ノ名
ニ於テ」という条文の文言が問題となると、久原の命を受けた津雲は、枢密院顧問官伊東巳代
治にかねてより所望の円山応挙の画幅「龍門之図」を暮夜秘かに贈り届けて反対を抑え込んだ。
さらに、海軍軍縮条約問題で濱口首相が狙撃されると、1931（昭和 6）年 2 月の第 59 議会で
幣原喜重郎首相代理の失言問題を攻め立て、議事堂廊下で院外団も交えた大乱闘に及び、十数
名の負傷者を出した。その際には民政党側が森幹事長等を相手取り、東京地裁検事局に告発す
る騒動となった。告発人 7 人の一人に八並武治が、被告発人 34 人の中に津雲の名が挙がって
いる。
　ところでこの間、1930（昭和 5）年 10 月には、台湾で霧社事件が発生したが、当選 2 回の
代議士坂本一角が森幹事長によって調査のため、現地に派遣されている。全国大衆党は国会で
3… 堀真清（2007）『西田税と日本ファシズム運動』岩波書店 pp.120-122
4… 五百旗頭眞（1975）「東亜聯盟論の基本的性格」アジア政経学会編『アジア研究』22 巻 1 号 pp.43-45
5… 山浦貫一編（1982）『森恪…（復刻版）』原書房［原著：1940］p.514
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責任を追及した。イタリア、ユーゴスラビア、ブルガリアに続いて 1933（昭和 8）年 1月には
ヒトラー政権が成立し、ファッショという概念が対抗勢力の側から流布していくこととなった。
　永田鉄山等統制派は、齋藤・岡田内閣の下で政党と協調する路線を推し進める。岡田内閣に
おける内閣調査局の発足であり、陸軍パンフレット「国防ノ本義ト其強化ノ提唱」の発行であっ
た。麻生久、亀井貫一郎等社会大衆党幹部は、そこに「広義国防論」として富の偏在を打破す
る社会民主主義的路線の投影を求めて接近を図った。しかし、1935（昭和 10）年 8 月、永田
が斬殺されると、翌年 3月の廣田弘毅内閣の組閣にあたって、陸軍は廣田の用意した閣僚名簿
を覆させたのである。廣田内閣総辞職後は長州閥を継ぐ宇垣一成に大命降下したものの、一夕
会の結束は組閣を阻止し、陸軍の「反宇垣化」を決定づけた。
　久原は既に政党内閣期から一国一党論を唱道していた。津雲国利も 1933（昭和 8）年 9 月、
口述筆記の形で『憲政常道亡国挙国一党論』を世に問うている。彼の主張は、平均 1年 1ヵ月
の短命内閣の続く二大政党制では長期的政策を実行できず、積極政策と消極政策とが短期間で
交替することによって、利益を得るのは「現金持」即ち金融資本家のみであり、産業に従事す
る多数の中間層が打撃を被って没落してしまう。政党以外の勢力も含めた挙国一党によって「資
本主義に依るトラストの弊と社会主義に依る能率低下の弊とを矯めて双方の調和を図った日本
独特の経済組織」を構築し、金融資本の国家統制を図る、というものであった。6…世界的に国
家社会主義、共産主義、自由主義が鼎立し、自由主義が一番旗色の悪い時代の選択である。同
年末に発表された日本の国民性が二大政党制に不向きであると説く久原の『皇道経済論』（千
倉書房刊）に比べると、津雲の方がより理論的である。当否は別として、多摩の政治家として
は殆ど初めての本格的国家構想で、久原に無い強い平等主義志向を見て取ることができる。一
方、対比される八並武治は実務官僚型であり、そうした国家構想の披瀝は見当たらない。彼は
野党時代には着々と法案を提出し、民政党政権では信頼できる次官として党派色を抑えた法務
行政の履行に貢献した。少し時代が遡るが、1925（大正 14）年、加藤高明内閣時の第 50 議会
では、安達謙蔵との共同提案で沖縄県の財政危機救済のための特例的支援策を提案し、実現さ
せている。7…地方出身者として地域間の平等、格差是正の必要性に敏感であったと推察される。
　1920 年代から 30 年代にかけて、多摩の軍事施設建設が進んだ。1922（大正 11）年、陸軍立
川飛行場が完成する。1928（昭和 3）年に陸軍航空技術研究所が所沢から移転されたのを皮切
りに、陸軍唯一の航空機専用工廠である立川陸軍航空廠をはじめ、多数の陸軍防空軍事施設が
姿を現した。そして 1930（昭和 5）年に立川飛行機立川工場が開設されると、1938（昭和 13）
年には中島飛行機武蔵野製作所、日立航空機立川工場が相次いで操業を開始する。北多摩郡を
中心として、航空機産業（4 社 8 工場）とその部品工場などの一大集積が形成された。立川、
そして多摩は一大軍都、さらに言えば「空都」となったのであった。その結果、1937（昭和
12）年には、明治以降多摩の主要産業であった織物の生産額を機械器具工業生産額が上回った
のである。それは、北多摩を中心とした工場労働者の増加を意味していた。8
　二・二六事件では、久原房之助と津雲国利は反乱幇助（青年将校への資金提供）と犯人（亀
川哲也）蔵匿の罪で勾留され、東京陸軍軍法会議、東京地裁に起訴されたが、2 年にわたる裁
判の結果、1938（昭和 13）年 5月に地裁で無罪判決を受け、政界に復帰した。
6… 津雲国利述（1933）『憲政常道亡国挙国一党論』文光社
7… 佐藤健太郎（2014）『「平等」理念と政治…大正・昭和戦前期の税制改正と地域主義』吉田書店 p.236
8… 鈴木芳行（2012）『首都防空網と＜空都＞多摩』吉川弘文館…pp.41-82,…98-99
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　1937（昭和 12）年 7 月 7 日の日中戦争勃発とともに、無産政党の一切の集会・演説会は禁
止され、活動は出征兵士の家族に対する救援運動、家族の生活保障を要求するものに限定され
ることとなった。6 月に成立した第一次近衛文麿内閣の下で、戦時体制の確立に向けて国家総
動員法案が議論の末に 1938（昭和 13）年 3 月、衆議院で全会一致によって可決される。社会
大衆党は「社会主義の模型」として積極的に賛成した。自由主義者への排撃が並行して進んで
いく。
　多摩と軍国主義化の動きとの関係を見る上で、防共護国団事件に触れることは不可欠であろ
う。1938（昭和 13）年 2 月 17 日午後 2 時過ぎ、カーキ色の団服に戦闘帽を被った 200 余名の
一団が麹町区山下町の政友会本部に十数台のトラックに分乗して乗りつけて占拠し、芝区新桜
田町の民政党本部にも百数十名の一団が数台のトラックで押し寄せ、政党の解党を要求した。
警視庁の対応は緩慢で、7時間の座り込みが解かれた後、413 名を検束したのは午後 10 時のこ
とであった。目論見は失敗し、3月 18 日に中溝多摩吉が自首して事件は一応の決着を見た。
　防共護国団は「三多摩青年が天下を取る」と意気込む中溝と、彼を慕う多摩の青年を中心に
二大政党の院外団を巻き込んで結成された。同年 1月、かつて一夕会の擁立した 3将軍の一人
で前首相の林銑十郎陸軍大将を招いて八王子市で結成式を開催した。久原房之助からの資金提
供も受け、東京市内 4箇所に屯所を置き、三多摩から出動した団員たちが自動車を乗り回して
各政党代議士、貴族院議員、財界人等を訪問して圧力を加え、政党解消への賛同を訴えていた。
　この事件は議会質問で民政党松田竹千代代議士が「民間ニ於ケル二・二六事件トモ見ラレル」
と述べたように、議会制を否定するクーデター的色彩を帯びたものであった。9…計画では、実
力で議会を休会に追い込み、新党体制を確立することも想定されていた。しかも、近衛内閣の
中枢風見章書記官長や社会大衆党書記長麻生久等が関与し、末次信正内相も同調していたこと
が発覚している。皇道派に共感を抱く近衛であったが、中溝の側近として事件にかかわり、
1947（昭和 22）年から八王子市選出で自民党都議、都議会副議長を務めた青木保三の回想に
よれば、近衛もまた、計画段階から一応了承済みであったということである。10…報告を受けた
坐漁荘の西園寺公望は、近衛に会って護国団の活動資金が内閣から出ているのではないかと問
い質したが、「自分も書記官長もなにがしかのものをとられてゐることは事實だ」と答えたため、
「あんまりやたらな變な者にむやみに金をやることは禁物だ」と近衛内閣の行く末を憂えて釘
を指している。11…なお、この事件に関与したとして、津雲国利は一時政友会を除名となった。
　中溝多摩吉は『新しき政』と題する檄文とも言うべき国政論を上梓して、近衛内閣下の挙国
一致体制構築の尖兵となることを宣言した。政党と財閥の癒着、党利党略の政党政治を批判し、
政治に見捨てられた農民の貧しさを明らかにして、農村更生への新政運動と地方分権を主張し
ている。12…それは農本主義的農村改革論であり、東北を中心とした農民の「塗炭の苦しみ」に憤っ
た青年将校たちの方向性と軌を一にするものであった。二・二六事件には多摩からも参加者が
あり、少尉 1人を含む 9名の軍人が軍法会議に起訴されて 2名が有罪判決を受けている。
　1939（昭和 14）年 8 月、国粋主義者平沼騏一郎の内閣が、「欧州の天地は複雑怪奇」として
総辞職した後に成立した阿部信行内閣には、政友会から唯一中立派の金光庸夫が拓務相として
9… 北條清一（1938）『防共護国団事件：政、民両党本部占拠事件の真相』銀座書房 p.24
10…青木保三・朝倉雄二編（1970）『七十年を顧りみて』青木宏之 p.141
11… 原田熊雄述（1951）『西園寺公と政局』第 6巻 p.243
12…中溝多摩吉（1938）『新しき政』防共護国団
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入閣する。その下で津雲国利は翌年 1月にかけて政務次官を務めた。政友会は 1939（昭和 14）
年 4月には、鳩山一郎を中心とした久原派（正統派）と中島派（革新派）に分裂し、政争には
国民が愛想を尽かしていた。阿部内閣の商工次官には、満州から帰国した岸信介が就いている。
　農民運動も社会主義につながる危険性から厳しく弾圧された。中村高一は他の社会大衆党議
員とともに 1939（昭和 14）年 11 月に設立され、自作農制度のために農地の国家管理を求める
農地制度改革同盟（会長：由谷義治）の理事に名を連ねたが、アジア・太平洋戦争の開戦によっ
て 1942（昭和 17）年 3月には結社を禁止された。
　この時期 1939（昭和 14）年に角屋謹一の著した『戦時下の政界人物展望…昭和政治家評論』で、
「清廉の政治家」として紹介された八並武治は、「政務官の官制が布かれて三度、同一省に政務
官となった者は彼八並君のみであらうほど珍しき存在」であり、幹事長、党総務を経験した後、
頼母木桂吉の東京市長就任後民政党東京支部長も務め、「今後彼に訪れるものは大臣の椅子で
あらねばならぬ」と賞賛されている。『齋藤隆夫日記』には同僚の八並司法政務次官がしばし
ば登場し、同じ弁護士として「予は到底及ばず」という賛辞が呈されている。しかし、1940（昭
和 15）年 2 月、議会でのいわゆる反軍演説で議員除名の決議がなされた際には、八並は直前
まで齋藤邸を訪問して対応を協議したものの、除名反対票を投じることはなかった。
　齋藤除名直後の 3月、永井柳太郎、久原房之助等除名推進派議員を中心にして超党派の聖戦
貫徹議員連盟が発足した。統一政党の設立のために政党の解党を求め、最終的に 250 人の議員
が参加する。旧政党の指導者を除外することをめざしたが、その中核となった二十数名の中に
津雲国利と中村高一の姿があった。6 月の東方会解散に続いて、7 月の社会大衆党、8 月 15 日
の民政党解党で政党は消滅に至る。中村は浅沼稲次郎、亀井貫一郎、赤松克麿、三輪寿壮等と
ともに、ナチスに倣って近衛を中心とする新体制を樹立すべく結成された「新政治体制研究会」
に参加する。旧政党人を排除するか否かをめぐって暗闘があったが、結局 10 月に成立した大
政翼賛会では、旧勢力が巻き返した。大政翼賛会が公事結社とされると、翌年 9月に衆議院議
員 326 名で翼賛議員同盟が結成され、津雲は（総務 7名の下の）理事に就任した。中村は翼賛
議員同盟には属さず、須永好、三宅正一等 7名と同人倶楽部を結成した。
　中村高一は 1939（昭和 14）年 10 月に発足した石原莞爾を中心とする東亜連盟に社会大衆党
代議士菊池養之輔などとともに参加し、翌年 12 月に設立された東京市支部長となり、浅沼稲
次郎とともに全国中央参与委員に名を連ねた。13…満州事変の首謀者石原であり、日本が「世界
最終戦争」に勝つための「連携」であったが、帝国主義批判やナショナリズムへの理解を背景
に、中国の独立と平等を訴えて中国側にも一定の共感を呼んだ。覇道主義に立つ欧米帝国主義
に抗すべく、王道主義を指導原理に日本・満州・中華民国が連携すべきことを主張し、「強権
を以て、一方的に日本が中核と自称するは慎むべきである」と訴えていた。14…ファシズムを批
判した中村にとって、「聖戦」とされた日中の戦いは決して侵略戦争であってはならず、たと
え隠れ蓑であったとしても、アジア主義の旗を降ろすことはできなかった。久原や津雲のそれ
を遥かに凌駕する宗教的背景を持った壮大な世界観と国家構想に、中村等が社会民主主義勢力
の前途を委ねたことは想像に難くない。ただ、当時の石原には、軍部を統轄し政局を転換する
政治的能力が不足していた。そして、三木清の東亜協同体論が近衛周辺、昭和研究会のメンバー
13…桂川光正（1984）「東亜連盟運動史小論」古屋哲夫編『日中戦争史研究』吉川弘文館所収 p.393
14…「国家主義団体の理論と政策」（抄録：1941 年 4 月）（1974）『現代史資料 23…国家主義運動（3）』みすず書房 p.144
226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   76 2016/01/29   21:59:24
－ 77 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.20  2016
に浸透し、国際的に高い評価を受けた若き日の京都帝大教授柴田敬が東亜連盟に大きな影響を
受け、独占資本主義理論の上に経済革新案を提起していたといった事実も、見逃すことはでき
ないであろう。15…石原に共鳴した市川房枝もまた、中央参与会員として参画し、婦人部を立ち
上げている。
　衆議院議員 130 名を集めた東亜連盟促進議員連盟に参加した中村は、1940（昭和 15）年末
から 1月にかけ、熊谷直太旧民政党代議士を団長とする視察団に加わり訪中している。帰国後
の東條陸相の退陣工作を企図していたとされるが、危険性を察知した軍部は弾圧を強化した。16…
　そして、アジア・太平洋戦争開戦後、1年の延期を経て戦況優位の下、1942（昭和 17）年 4月、
東條内閣の下で行なわれ、翼賛選挙と言われた第 21 回総選挙では、政府は翼賛政治体制協議
会（翼協）を結成させ、466 名の推薦候補を立てて非推薦候補に対する激しい選挙干渉を行なっ
た。しかし、古川隆久氏が明らかにしているように、翼協が候補者として旧既成政党系政治家
ではなく新人優遇を方針としたものの、結果的には現職だけで 247 名と過半数を占め、推薦候
補の得票率は 66％に止まった。選挙干渉に関しても、道府県によってばらつきが出ており、「政
府がこの総選挙を政府の強権発動ではなく、議会主流派との協調によって乗り切ろうとした」
という見方も有力である。17…旧政民両党関係者には、革新勢力への警戒心が強かった。
　親軍派や新人の擁立という方針の下で、東京府第 7区でも当初は白木屋火災の際の専務とし
て知名度の高い白木屋社長の山田忍三や、内務官僚で官選の東京府知事を務めた香坂昌康、さ
らに前回落選した小川孝喜も立候補予定者に擬せられていたが、いざ選挙戦が始まってみれば、
全国の場合と同様、既成政党が巻き返し、現職中心の余り代わり映えのしない顔触れとなった。
　東京府第 7区では有権者 104,804 人中、失格 2,751、棄権 8,926 で、投票率は 88.8％に上昇した。
翼協推薦候補者である津雲、八並、坂本一角が当選し、現職の中村高一は千票差で落選した。
かつての無産運動指導者佐藤吉熊は、中野正剛の東方会公認、非推薦の新人として最下位なが
ら 7,029 票を獲得した。津雲の得票は、前回の倍増、戦前最高の 31,655 票（34.2％）。戦時議
会中は翼賛政治会連絡委員、院内総務を務め、親東條を公言して飛ぶ鳥も落とす勢いであった。
八王子警察署の事前予想を大きく上回る「浮動票」を集めたのが津雲と佐藤であったという事
実は、多摩の国粋主義の根強さを窺わせる。18…八並は民政党幹部に相応しい 20,611 票（22.3％）
を獲得して 2位と安定感を誇示した。彼も翼賛政治会評議員に名を連ねた。旧政友会系 2候補
の相対得票率は 52.7％（前回 3 候補：52.8％）、中村と佐藤を合わせた無産系は 24.9％（前回
20.2％）であった。政友会系の地盤沈下は回復できなかった、ということになる。
　全国では非推薦候補者が 466 人中 85 人も当選し、香川県 1区や兵庫県 5区のように、非推薦
候補が多数を占めた選挙区がある中で、多摩地域の有権者の下した判断はその点から見れば体
制擁護的であったと言えなくもない。ただ、東京府内でも旧政友会の鳩山一郎、安藤正純、旧
社会大衆党の河野密等が非推薦で当選したものの、新人推薦候補は当選者の 35％に上っている。
　東亜連盟協会は東條内閣によって弾圧されたため、選挙運動に関与しないことを表明したが、
会員 41 名が立候補し、37 人の候補者を推薦し 27 名が当選を果たした。中村高一も推薦を受
けた。東亜連盟も東方会も、治安維持法が禁じる私有財産制に掣肘を加えようとする点で、警
15…牧野邦昭（2010）『戦時下の経済学者』中公叢書 pp.82-83
16…木村武雄（1968）『政界独言』土屋書店 pp.160-161
17…古川隆久（2001）『戦時議会』吉川弘文館 pp.182-183
18 吉見義明・横関至編（1981）『資料日本現代史 4…翼賛選挙①』大月書店 p.484
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戒すべき国家社会主義団体と目されていたのである。ともに大衆運動を基盤とする社会大衆党
と、日中戦争の全面的拡大を主張する東方会とは合同に向けて交渉を行った経緯があるが、一
本化すれば当選可能となる数字であった。中村は 1943（昭和 18）年 9 月の東京都制移行に伴
う都議会議員選挙に北多摩郡から出馬して最高点で当選する。早稲田大学建設者同盟以来、日
本労農党系の浅沼稲次郎と行動をともにすることの多かった中村は、戦時中都議・市議として
活動を行った。ただ、戦後このグループは、最も戦争に協力的であったと批判されることとなる。
　この選挙では、第 16 回以降 1930 年代（計 4 回）の総選挙の第 7 区での有効得票総数が
66,000 から 74,000 票台（最大値は 1936 年、第 19 回の 74,229 票）で推移していたのに対して、
一挙に 92,310 票と 4 割（有権者数も第 16 回に比して 4 割）増加している。第 20 回より 10％
近く投票率が上昇したことを差し引いても、1930 年代から 40 年代にかけて、住民が急増した
ことが読み取れる。
　1923（大正 12）年と 1940（昭和 15）年の人口を比較すると、その間に砧村・千歳村が世田
谷区に編入されたにもかかわらず、11.2 万人から 19.7 万人（多摩全体で 53 万人）へと北多摩
郡の人口増加が著しい。それは、非政友系勢力の伸張を意味していた。第 20 回総選挙に第 7
区から出た 3 人の政友会候補の相対得票率は、南多摩 64.1％、西多摩 58.6％、北多摩 53.1％、
八王子市 46.8％の順となっていた。東京府議会議員選挙は 1899（明治 32）年以降 11 回行われ
ている（定数は北多摩 3、西多摩・南多摩各 2、八王子 1）。この間、憲政会・民政党が議席を
獲得できたのは、北多摩郡、西多摩郡、そして八王子市であった。南多摩郡選挙区に至っては、
非政友会候補は一度たりとも当選することができなかったのである。自由党以来、石坂昌孝、
村野常右衛門等を輩出した南多摩の歴史的径路依存性は、戦前期を通じ一貫して強固であった。
　1936（昭和 11）年の府議選で社会大衆党は 13 人の当選者を出すが、三多摩では候補者擁立
さえできなかった。そして、1940（昭和 15）年 6 月の選挙では、北多摩と西多摩で候補者を
立てたが、それぞれ 2000 票台に止まり、議席には遠かったのである。しかし、都市化の進展は、
第 21 回総選挙において 2 人の非推薦無産系候補と民政党候補への支持につながり、戦後民主
主義受容のための基盤的条件を秘かに用意したと見ることができよう。
　1943（昭和 18）年 1月から始まった第 81 議会では、反東條の空気の強い議会内にあって、「独
裁軍部の前衛としての翼政会幹部、就中その番頭役」と見なされた津雲国利は、戦時刑事特別
法改正案をめぐる代議士会の紛糾で矢面に立たされ、翼賛政治会除名を決議された。19
　開戦直後、東條首相は国民に歓迎され、清沢洌も好意的な記述を残しているが、戦局の悪化
とともに支持は衰え、1944（昭和 19）年 7 月 16 日には、「東條の参謀は津雲であるとのこと。
この男は最も下等なる政治陰謀家だ」という記載が登場する。20…サイパン陥落を機に高まった
批判を抑え込むべく、内閣改造で延命を図る東條に対して、岸信介は自らの国務相辞任拒否と
引き換えに東條内閣を総辞職に追い込む。背後には長州関係者としてつながる木戸幸一内大臣
等重臣の支援があった。そして、次期政権として岸は寺内寿一（長州）内閣を画策する。21　
　マリアナ諸島が陥落し B29 が飛来するようになると、まず多摩の航空機工場が標的とされ
た。1944（昭和 19）年 11 月 24 日、中島飛行機武蔵野製作所の空襲に始まり、多摩の航空機製
造工場は軒並み激しい爆撃を受けた。中島飛行機だけでも 9回にわたる大規模な爆撃で死傷者
19…中谷武世（1974）『戦時議会史』民族と政治社 pp.99-101,…145-149
20…清沢洌（1995）『暗黒日記…戦争日記 1942 年 12 月～ 1945 年 5 月』評論社 p.372
21…原彬久（1995）『岸信介…権勢の政治家』岩波新書 p.101
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486 名（死者 220 名）を出した。工場が壊滅状態になると、翌年 4 月 4日には立川、8 月 2日
には八王子空襲で市街地の 8割が焼失、473 人が死亡したとされる。多摩地域での空襲約 40回、
死者約 1,600 人、重傷者 500 人超、罹災者 10 万 300 人超というデータはなお更新を重ねている。
この間、殆ど焦土と化した区部から、多摩地域へ多くの疎開者が移住した。戦争推進の中核的
役割を担った点も含めて、軍都多摩の払った代償は大きかったと言わねばならない。
7.　戦後民主主義と多摩
　1945（昭和20）年9月3日、占領軍の東京進駐は、立川飛行場を中心とする軍都多摩から始まっ
た。ただ、都心部と比べると多摩地域の戦争被害は限定的であった。10 月 6 日、府中刑務所
予防拘禁所から徳田球一、志賀義雄等共産党幹部が出所し、GHQ の「人権指令」を受けて治
安維持法は廃止された。「戦後デモクラシー」は平和、（男女）平等、地域へと新展開を見せた。
　戦後初で、帝国議会下での最後となる第 22 回総選挙が、1946（昭和 21）年 4月に行なわれた。
女性に参政権が認められた初の選挙であった。有権者は翼賛選挙第 21 回の全人口比 20.4％か
ら 51.2％へと倍増した。大選挙区・制限連記制（3 名連記）で、東京都は 2 選挙区。1 人は女
性の候補者名を書く者が多かったため、39 人の女性代議士が誕生したと言われている。結果
は日本自由党が第一党となり、日本進歩党、日本社会党、日本協同党、日本共産党と続いた。
　中村高一は東京都第 2 区（定員 12）で徳田球一や鈴木茂三郎、河野密等を上回り、138,496
票の加藤シヅエ（社会党）に次いで 2 位、106,000 票を獲得した。1937（昭和 12）年以降、神
田区から市議に連続当選し、都議も務めていた。彼は前年 11 月の日本社会党結党大会で中央
執行委員に選ばれ党中枢にあったが、翌年共産党との関係に反発して会計監査となっていた。
　「餓死防衛同盟」中央委員長として立候補した 27 歳の松谷天光光は 11 位 45,688 票と健闘し、
他の当選者全員が 50 歳以上であった中、最年少代議士として初の女性代議士の中に名を連ね
た。上野の地下道の飢餓の光景に衝撃を受けて新宿駅西口で呼びかけを始め、共鳴者を集めて
幣原首相との面会を実現し、政府の貯蔵する食糧の放出と兵舎の開放を約束させて時の人と
なっていた。しかし、彼女には、政治青年だった父の薫陶の下、早稲田大学法学部在学中に手
紙を出して永井柳太郎や中野正剛といった政治家と直に面会したという経歴があった。戦争末
期稲田堤に疎開していた関係で、府中を拠点にまずは物価引下げ等、新生活運動を展開した。22…
　このとき、61 歳の石橋湛山も同じ 2 区から立候補して 20 位 28,044 票に終わっている。石橋
の場合は立候補を決意したのが投票日の 1ヵ月前という事情があったにせよ、松谷のこの得票
は快挙と言わねばならないだろう。応召と空襲で膨大な犠牲者を出した戦争への反省、そして
身近で深刻な危機への対処を朗々と訴える松谷の呼びかけは、多くの有権者の胸を打ったので
はないか。
　その他の多摩関係者としては、政友会の府議・都議（西多摩郡）を務め津雲国利の支援者だっ
た岩浪光二郎（自由党）が 37,146 票で 15 位、二・二六事件をめぐる裁判の際に久原と津雲に
無罪判決を言い渡した東京地裁判事で八並武治の子息達雄（進歩党）が 29,850 票で 19 位、元
府議並木俊蔵（進歩党）が 23,648 票で 24 位、山花秀雄（社会党）が 21,520 票で 28 位、民政
党院外団出身で府議選に出た野島武吉（社会党）が 18,411 票で 31 位となっている。社会党大
22…園田天光光（1986）『天光光由来』山手書房
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躍進の影に隠れているが、進歩党も多摩では一定の支持を得たと言えよう。第 2区だけで 1万
票以上の得票者 43 名、立候補者数は 133 人に上り、民主主義復活への歓迎ぶりを窺わせる大
混戦であった。
　この選挙では、戦後東京の政治を特徴づける重要な地域的差異が出現している。下町・都心
中心の第 1区では自由党鳩山一郎に代表される保守系候補が善戦し、定数 10 人中自由党 4人、
進歩党 1人を当選させ、社会党は 3人、共産党は 1人（野坂参三）であった。一方、山の手・多
摩中心の第 2区では、社会党が上位 4人を占め、11人中 6人、共産党 1人（徳田球一）に対し
て自由党は 3人、進歩党は議席を得ることさえできなかった。戦前の下町には多くの労働者、そ
して社会主義者が居住し、安部磯雄や浅沼稲次郎が上位当選を果たした。また、1936（昭和 11）
年と 40（昭和 15）年の東京府議会議員選挙、37（昭和 12）年の東京市議会議員選挙で社会大衆
党支持が顕著だったのは、目黒区を除けば葛飾区、城東区、深川区といった下町地域であった。
　相対得票率がそれを裏付ける。第 1 区では自由党（候補者 15 人、29.9％）、と進歩党（同 14
人）の保守 2 党の合計が 42.9％であったのに対して、社会党（11 人、23.8％）、共産党（4 人）
の革新 2党の合計は 34.8％であった。一方第 2区では、自由党（18 人、27.0％）、進歩党（12 人）
の計 36.8％に対して、社会党（11 人、33.6％）、共産党（5 人）の 2 党を合わせると 41.9％と、
両者の関係が逆転している。両区とも、全体として大量の追放者を出した幣原内閣の与党進歩
党への支持は伸びなかった。戦前からの知名度の高い社会党候補が第 2区に集中したこともあ
るが、同党の全国での相対得票率は 17.9％であるから、第 2区での社会党支持率の高さが際立っ
ていると言えよう。46 年総選挙において戦前の「下町＝無産政党（・民政党）、多摩＝保守」
という図式は崩れたと言える。都市化が郊外に及んだことの結果でもあろう。
　1947（昭和 22）年 4 月の第 23 回総選挙こそ、正に戦後憲法下初の総選挙と呼ぶに相応しい
ものであった。陸海軍、枢密院、貴族院、宮中政治家、在郷軍人会といった政治的アクターが
消滅した中で、日本社会党が143議席を獲得して第一党となり、片山哲が首班指名された。ただ、
得票総数で見る限り、自由党の728万票に対し、社会党は716万票と、（民主党696万票も合わせ）
民意の上では保守政党はなお革新政党の 2倍の根強い支持を得ていたのである。
　坂野潤治氏は、社会的変化が政治的変化となって現われるのには時間がかかるため、仮説と
して、男子普通選挙制の下、日中戦争の勃発がなければ 1941（昭和 16）年 4月には第 21 回総
選挙があり、社会大衆党は再度倍増して 466 議席中の 72 議席、真珠湾攻撃がなければ 4 年後
の 1945 年（昭和 20）年 4 月の第 22 回総選挙でさらに倍増して 144 議席を獲得した可能性が
高いのではないか、としている。些か牽強付会の感もあるが、だとすれば、20 年の時間的経
過を待てば、戦後民主主義の成立に占領軍や総力戦体制は必要なかったということになる。23
　市制の施行されていた八王子・立川市、西多摩郡、南多摩郡、北多摩郡からなる東京都第 7
区（定員 5）において、社会党は自由党（4人）、民主党（3人）を上回る 5人の候補者を擁立した。
結果は社会 2、民主 2、自由 1人が当選を果たした。前年 6月の東京都第 2区再選挙に落選し、
8 月に繰り上げ当選した山花秀雄は 4 位で再選された。社会党の得票数は 101,302、相対得票
率は第 20 回総選挙時の 2 倍の 39.8％。しかし、自由党、民主党、国民協同党 8 人の得票総数
は 131,169。「1955 年体制」の成立まで、ほぼ保守 3、社会党 2、という構図が固定化した。
　社会党から立候補した松谷天光光は、49,323 票を得て最高点当選を果たした。それは（中選
23…坂野潤治（2014）『〈階級〉の日本近代史』講談社選書メチエ…pp.186-187
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挙区・単記制に戻ったものの）前回の大選挙区での 45,688 票を上回るものであった。戦後民主
主義という新しい時代精神の体現者たる若い世代の代表として、さらに革新勢力、女性候補と
して大きな期待を集めた結果と言えよう。「戦争協力」、「転向」の実態は様々であったが、立候
補した中村高一は、選挙期間中に東亜連盟の役員を務めたことが問題視され公職追放となった。
　主要産業の国有化を国家構想の基軸に据えた社会党だったが、炭坑国家管理さえ保守勢力の
抵抗で骨抜きとなり、左派の造反、左右両派の対立で統治能力の欠如をさらけ出した。昭電疑
獄もあって芦田均連立内閣の挫折後、「獄中 18 年」神話と知識層の共産主義への地滑り的な移
行は、占領期最後となった 1949（昭和 24）年 1月の第 24 回総選挙で、占領下最大の得票総数
298 万票を集めた共産党の 35 議席獲得へとつながった。同党は都内 7 区総てで当選者を出し、
多摩でも土橋一吉が 43,581 票、2 位で当選している。社会党の 3 候補はいずれも落選し、松谷
天光光が最左派の結党した労働者農民党から出馬したことも加わって、相対得票率は 9.8％に
急減した。
　多摩の政治家に関しては、社会党系に戦前－戦後の連続性が見られるが、保守系の場合は、
単純な戦前勢力の復活ではなかった。この選挙では、公職追放を受けた八並武治に代わった子
息で弁護士の達雄が民主党から 5位で当選している。だが、以後落選し大分県選挙区に転じた
ため、戦前の強固な民政党地盤の継承はならなかった。1952（昭和 27）年 10 月の第 25 回では
追放解除された右派社会党中央執行委員の中村高一が、61,367 票を獲得して最高点当選。津雲
国利も立候補したが次次点で落選し、翌年4月の第26回において5位でようやく復活を果たし、
金光庸夫等とともに吉田自由党に属した。しかし、その後の当選は一度のみで、第 30 回での
落選を契機に政界を引退する。翼賛選挙に立候補した佐藤吉熊は 1955（昭和 30）年 2 月の第
27 回総選挙に無所属で立馬したが、2,899 票、14 位に止まり、3 万票の当選ラインに遠く及ば
なかった。一方、地方議員では、八王子市議から戦後都議へと転じた社会党の三浦八郎、とも
に防共護国団幹部から戦後に自民党都議となった青木保三、府議経験者の横田秀隆（南多摩郡）
のように連続性が高まる。山口県では第 26 回総選挙で久原房之助が落選し、政界を去った。
　1952 年 4 月の講和条約発効後の第 25 回から 27 回までの 3回の総選挙では、右社の中村、改
進党・民主党の並木芳雄、左社の山花の 3人が上位に固定し、福田篤泰等の自由党候補は下位
2議席が限度に止まった。両社会党の合計得票率は 30.7％（25 回）、33.2％（26 回）、32.3％（27 回）
と、全国平均の 20％台から見れば高かったが、保守勢力は 6から 8人の候補者を擁立し、60％
の得票率を維持していた。戦前に海外ビジネスの経験を持つ並木芳雄は、中曽根康弘、園田直
等とともに反吉田勢力を形成し、論客として知られた。松谷天光光は第 24 回、労農党公認で
当選したのを最後に、以後第 28 回まで改進党、民主党、無所属で立候補したが及ばなかった。
　1951（昭和 26）年 10 月に講和条約の批准承認をめぐって社会党が左右両派に分裂して以降、
全国的には第 25回総選挙の右派優勢から、第 27 回にかけて議席数・得票率双方において左派
へと優位が逆転した。しかし、既に瞥見したように、「社会民衆党、右派、総同盟主導」とい
う戦前期多摩の無産運動の特質は、戦後にも引き継がれた。1955 年までは東京都全体が右派優
勢の下にあった。多摩でも右社の都本部委員長を務める中村高一が左派の山花秀雄の得票を終
始上回った。のみならず、第 27 回では右派社会党は中村と北条秀一の 2 人を擁立し、合同後
の第 28 回では右派 2人の当選を勝ち取った。しかし、民社党結党後の第 29 回以降、左派活動
家の大量入党もあって、足腰を強化した都本部委員長山花の得票は中村を上回り、1963 年の第
30回総選挙では、左派は山花と長谷川正三の2人を当選させて、完全に形勢が逆転したのである。
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8.　1955 年体制と革新自治体24
　1955 年 10 月には左右社会党が統一して憲法改正阻止に必要な衆議院の 3 分の 1の議席を確
保し、11 月には日本民主党と自由党が合同していわゆる「1955 年体制」が成立した。自民党
一党優位、あるいは「一ヶ二分ノ一大政党制」（岡義武）と言われる 1955 年体制下中選挙区制
での総選挙は 1990 年までに 12 回行なわれた。田中善一郎氏は 4回毎に 3つの時期に区分して
いる。第 1期は 58 年総選挙（第 28 回）から 67 年（第 31 回）までの自民党が強力な時代である。
順位 1位の議席数が 7割を越えている。第 2期は自民党の党勢が最も低下し、順位 1位の議席
数が減少した 69 年（第 32 回）から 79 年（第 35 回）まで。第 3期は 3人区で上位当選者が増
加した自民党復調時代、80 年（第 36 回）から 90 年（第 39 回）まで。なお、田中氏は第 2 期
の自民党の得票率の低下要因の一つとして、候補者数を絞ったこととの相関を指摘している。25…
こうした一般的動向に対して、多摩の有権者の民意はどのような特徴を見せたのであろうか。
　左右統一成ったばかりの社会党と総評が多摩地域で力を注いだのが、1955 年から翌年にか
けての米軍立川基地の拡張に反対して全国規模の広がりを見せ、流血の惨事となった砂川闘争
であった。山花秀雄は社会党基地対策委員会委員長として副委員長の中村高一とともに運動の
先頭に立った。山花の回顧録には三多摩で労組作りに奔走した記述はあるが、保守政党に見ら
れるように、地元への利益誘導の自慢話は一切登場しない。26
　軍事基地反対闘争は、60 年安保闘争の大衆行動へとつながっていった。三多摩からも多く
の労働者や学生・市民が国会周辺へ駆けつけた。根底には、警職法改正や教職員に対する勤務
評定の実施等、戦前回帰を思わせる岸信介内閣の強権的・統制的姿勢、そして安保改定の先に
見える反共アジアの盟主たらんとする国家構想への反発が存在したと考えられる。多摩の人々
にとって、「長州的なるもの」は、戦前的なるものでもあったのではないだろうか。政界復帰
後、総選挙に出続けた津雲国利が落選を重ね、戦前のような連続上位当選を果たすことができ
なかったという事実は、こうした見方と整合的であると言えよう。
　保守合同、社会党統一が成って以降初の岸内閣の下で行なわれた 1958 年 5 月の第 28 回総選
挙では、自民党が保守系無所属議員を加えて 55 年体制成立時よりマイナス 1 の 298、社会党
が選挙後の入党者を加えて 167（同プラス 12）、有権者数を分母とした絶対得票率で 25.3％と
いう 55 年体制下で最高の数字を記録した。1960 年代前半には保守政治家（石田博英）も 60
年代後半以降の社会党政権樹立を予想したが、これが社会党史上最高の数字となった。27
　東京都第 7 区では 5 人を立てた自民党に相対得票率で 15％の差をつけられたものの、社会
党は 3人の候補者全員を当選させた。そして、全国的に絶対得票率が低下し、党勢が伸び悩む
中で、1967 年 1 月の第 31 回総選挙までは 25％近い絶対得票率を維持し続けた。
　1960 年 11 月の第 29 回総選挙は 60 年安保闘争直後の選挙で、岸内閣から池田内閣に代わっ
たこともあって、必ずしも日米安保体制、岸の国家構想を問うものではなかった。1 月の民社
党結党に加え、浅沼稲次郎社会党委員長が 3党首立会演説会で刺殺されるという事件の影響を
受けた。結果は自民・社会両党が解散時の議席を上回り、民社党は惨敗した。
24…以下、年号表記を西暦に統一し、元号を省略。
25…田中善一郎（2005）『日本の総選挙 1946-2003』東京大学出版会 pp.261-270
26…山花秀雄（1979）『山花秀雄回顧録…激流に抗して 60 年』日本社会党中央本部機関紙局 pp.366-374
27…石川真澄（2004）『戦後政治史…新版』岩波新書 p.48,…pp.79-82
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　多摩では社会党山花秀雄が 102,604 票（19.8％）で初の 1 位、安保国会中、衆議院副議長
を務めた中村高一が 86,509 票で 2 位と、社会党が上位を占めた。前回の 2 人の合計得票数は
120,224 票であったから、安保闘争への多摩の有権者の共感を読み取ることができよう。ただ、
4人を立てた自民党の得票数は 251,055 票で、社会党は得票数でなお 6万 1千票及ばなかった。
　「1955 年体制」下の東京都第 7区の総選挙結果を概観しておこう。図表―1のように、1960 年
の第 29回総選挙で自民党は 3議席を獲得するが、次の 63 年第 30回総選挙では逆に社会党が 3
議席を得る。そして以後自民党の 2議席が定着し、多摩においては議席上での保革逆転が実現
しているのである。1967 年の第 31回総選挙まで、社会党の第 7区での相対得票率は 30％を大
きく上回り続け、30％弱で推移した全国平均を 5から 9ポイント凌駕している。そして、第 31
回以降は共産党と公明党の伸張が著しいが、社会党＋共産党の得票数で見ると、1963 年には同
様に保革逆転が生じている。これは相次ぐ革新自治体の叢生と軌を一にしている。社共両党の
牙城的な状況であり、ここに美濃部都政へとつながる底流を明確に読み取ることができよう。
　1958 年から 60 年にかけて建設された日本住宅公団多摩平団地を擁し、1963 年 11 月に市制
を施行した日野市にあっては、1958 年 5 月の第 28 回総選挙の際は自民党対社会党の得票率が
46.2％対 45.8％とほぼ互角であったが、1960 年 11 月の第 29 回総選挙では 40.1％対 45.6％と逆
転し、さらに 1963 年 11 月の第 30 回総選挙に至ると 36.6％対 42.3％、共産党の得票率も上昇
して社共両党では50.6％に達した。28…団地住民の増加は、社共両党の躍進につながったのである。
　町田市の場合も、戦後 1955 年まで 5 万人台で推移していた人口が、相次ぐ団地建設に伴う
主として東京都区部からの人口流入によって、1970 年には 20 万人に達した。同市で 1958 年の
第 28 回総選挙では相対得票率 50％超を獲得していた自民党は、1967 年の第 31 回以降、30％
台に減らした。そして、1969 年 7 月の都議選では社会党の中金義男が勝利し、70 年にわたる
保守の独占に終止符を打った。29
　1970…年代に入ると、図表―2 から読み取れるように、多摩においても社会党の衰退が鮮明と
なる。確かに 1976 年に第 11 区と分区した後の第 7区（定員 4）では、70 年代を通じて社共両
党の合計得票数は、自民党を上回り続けた。しかし、両党の合計得票率も下降に転じ、自民党
の得票率に回復傾向が出現する。図表―1 に見られるように、社会党は既に 1969 年の第 32 回
総選挙では、前回の中村高一の落選を受けて候補者を 2人に絞ったにもかかわらず、共倒れと
いう結果に終わっていた。1967 年の第 31 回総選挙以降、公明党の進出もあって、社会党候補
の上位当選は困難になっていたのである。そして、1979 年の第 35 回総選挙では、社会党候補
は最下位、さらに翌年の第 36 回では共産党候補が落選し、第 37 回では社会党候補の得票数は
8 万票に急落して遂に議席を失うこととなる。公明、共産両党とも新住民の支持を受け、得票
率は最高時18％台と全国平均から見ればなお高いものの、得票数の頭打ち傾向が定着していく。
　多摩では田中氏の枠組みよりも早く、1955 年体制成立以降、一貫して 1970 年代後半まで自
民党の得票率は低下した。社会党は 1967 年まで党勢を拡大したが、以後 70 年代は社共両党で
ようやく 30％台の得票率が保たれた。1980 年代に入ると社会党の凋落ぶりが著しい。
　この間、当選回数を重ねたのは、社会党の中村高一、山花秀雄、長谷川正三、山花の長男貞
夫等、自民党では福田篤泰、石川要三、小山省二、小沢潔等であった。弟正が都議として支え
28…綿貫譲治（1967）『日本の政治社会』東京大学出版会 p.201
29…町田市史編纂委員会（1976）『町田市史…下巻』pp.1113-1124
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た中村には、西・北多摩郡の地域代表という別の顔もあった。外務官僚出身の福田は当選 10 回、
郵政大臣等で 4度入閣する。戦前 5期連続で府議・都議、さらに調布村長（現青梅市）を務め
た岩浪光二郎の子息の石川は、青梅市長から国政に転じ、防衛庁長官などを歴任した。
　小林良彰氏によれば、1955 年体制下、70 年代前半までの社会党の得票率、そして多党化現
象は、日本社会の都市化という「地域特性」モデルによって説明可能となる。しかし、70 年
代半ばから 80 年代にかけての「保守回帰」に関しては、「業績評価」に基づく理論モデル、即
ちオイルショック以降政府の経済運営に対する期待が強まる一方で、社会党の政権担当能力へ
の評価が低かったことが原因であると分析している。30…社会党主流派は、マルクス主義的国家
構想や窮乏化革命論に固執し、労組依存に終始して内向きの路線闘争に力を注ぎ、経済体制改
革のための有効な政策を構想するという取組みを怠った。31…江田三郎等の社会民主主義的国家
構想は排除され、彼は「自由派社会主義者と市民の連合」に活路を求めて党を去った。
　1979 年 4 月には、自民党の推す鈴木俊一が、美濃部都政の継続を訴える太田薫に 35 万票
差をつけ、多摩出身者で初の都知事に当選した。多摩市部では鈴木 481,095 票に対して太田も
455,866 票と接近したが、区部で鈴木に差をつけられた。5 月には英国でサッチャー政権が成
立し、労働組合に厳しい視線が注がれ始めていた。しかし、多摩で生じた胎動は単なる「保守
回帰」ではなく、「労働者・農民」に代わって「市民」概念を掲げる戦後生まれ世代の政治参
加意識の高揚を伴っていた。その結果、自民党と社共両党の関係が大きく変化したのが、1980
年 6 月の第 36 回総選挙である。1977 年 3 月に江田三郎とともに社会市民連合（翌年、社会民
主連合に発展）を作った菅直人の当選により、第 7 区での社会党の凋落が決定的となる。共
産党も 10 万票前後で固定化し、組織票を大きく上回ることができなくなった。菅は初挑戦の
1976 年の第 34 回以降 2 回の落選を経て、若い無党派層主体にカンパとボランティアによるイ
ベント的市民参加型選挙のスタイルと、清新で既成組織に属さない「普通の市民」のイメージ
を前面に打ち出すことにより、金権政治批判の追い風に乗って新住民の強い支持を獲得した。
　多摩地域での市民活動、食の安全性や環境保護に重点を置いた脱産業主義的取組みの萌芽が
見られた。1965 年に世田谷で産声を上げた生活クラブ生協は、1970 年代郊外の団地を中心に
組合員を拡大し、「グループ生活者」は 1977 年には練馬区で初の「代理人」を区議会に送った。
　ここで時代を遡り、戦後の多摩地域の革新自治体の動向を振り返っておこう。1950 年代に
かけては、市制施行の過程で保守的な農村部を吸収したことから、首長選挙での革新系候補の
当選は悲観視されていた。しかし、既に武蔵野町では 1947 年 4 月、職員組合の推す荒井源吉
が直接選挙初の町長に選ばれ、市制施行後保守系の支持を得て 4 選されていたが、1963 年に
は後藤喜八郎が社会党公認で荒井を破り、革新市政が 1979 年まで 4期続いた。それより早く、
三鷹市では地元の地主、名望家の家に生まれた鈴木平三郎が 1955 年に社会党公認で当選し、5
選を果たした。鈴木の退任した 1975 年からは、社会党員の坂本貞雄が 4期 16 年にわたり市政
を継承した。調布市でも 1962 年 7 月に社会党公認の本多嘉一郎が当選し、以後 1978 年まで 4
期市政を担った。そして、国立市では 1967 年 4 月に社会党公認で当選した石塚一男が、1979
年まで 3 期市長の座にあった。1968 年には多摩の革新 5 市が、国庫補助事業の自治体超過負
担問題で行政訴訟を起こしている。その後さらに、塩谷信雄国分寺市長（1969-81）、木部正雄
30…小林良彰（2000）『社会科学の理論とモデル 1…選挙・投票行動』東京大学出版会 pp.39-45,…130-139
31…正村公宏（1985）『戦後史…下』筑摩書房 pp.325-330
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田無市長（1969-85）、大下勝正町田市長（1970-90）、阿部行蔵立川市長（1971-75）、永利友喜
小金井市長（1971-79）、森田喜美男日野市長（1973-97）、都丸哲也保谷市長（1977-93）と革新
市長が相次いで誕生した。政友会の牙城であった南多摩も、相貌を一変させた。
　戦後から 1950 年代にかけて、市長村議会は都市部においても保守系勢力が優勢であったが、
1960 年代半ば以降、社会・共産系議員の著しい増加が見られた。武蔵野市議会の場合、1951
年には保守系 31、革新系 5 であったが、1963 年の市議選では 18 対 18 となり、1967 年に至る
と 13（自民 8）対 23（社会 11）となって逆転が生じている。32
　1967 年 4 月の東京都知事選挙では、社共両党が美濃部亮吉東京教育大教授を擁立し、自民党・
民社党が担ぐ立教大学総長松下正寿、公明党の阿部憲一渋沢海運社長と激しい選挙戦を繰り広
げた。選挙結果は、23 区では美濃部 1,747,881 票、松下 1,715,997 票と僅差であったのに対して、
多摩17市では美濃部372,954 票、松下 277,778 票と 9万 5000票もの大差がついたのである。「美
濃部都政は多摩から生まれた」と言っても過言ではないであろう。
　前出図表―1 の 1960 年代以降の有効投票総数の急増からも分かるように、多摩地域は人口増
加に学校建設や下水道整備等、社会資本整備が追いつかず、「三多摩格差」の問題が指摘され
るようになっていた。投票結果には、福祉・教育政策の立ち遅れに加え、都市・環境問題に関
するそうした切実な問題意識、住民運動の高まりが反映されていたと見ることができよう。
　1971 年 4 月の都知事選挙では、社共両党を基盤とする美濃部陣営は、長期政権のマンネリ
感漂う山口県出身の首相佐藤栄作に「ストップ・ザ・サトウ」と、国政批判を重ね合わせて支
持を獲得した。この「反長州」には偶然的要素が大きいが、自民党政権には戦前からの継続性
や戦前回帰志向が依然として内包されていた。1975 年 4 月の都知事選挙では、石原慎太郎が
23区中7区を制したものの、多摩の市部では青梅市を除いて美濃部勝利となり、3選が実現した。
　革新市長会の所属市は、1973 年には約 650 余市中 137 市に及び、1975 年には東京、埼玉、
神奈川、京都、大阪等の都府県、政令市では川崎、横浜、名古屋、京都、大阪、神戸の各市が
いわゆる革新メガロポリスをかたちづくった。そして、1977 年には 150 自治体を数え、全盛
時には 4割の国民が革新自治体に属することとなった。
　革新自治体は財政破綻を招いた、とする批判は免れない。その一方で、経済発展一辺倒の自
民党政治に対して、政策決定過程において市民参加の道を開き、老人医療費の無料化や環境条
例の制定等の施策を先取りすることによって、1967 年の公害対策基本法制定から 70 年の改正、
71 年の環境庁設置、1973 年の「福祉元年」等、環境・福祉政策を中心に実質的政策転換をも
たらしたと見ることも許されよう。市民運動・革新自治体は、生産優先から生活優先、中央主
導から地方主導へと国の政策転換を迫り、福祉・都市・環境政策をテコに国富の配分を漸次変
えていく「シビル・ミニマム」の量的整備を通じて「政権交替なき政策転換」を実現させた、
という評価が生まれることとなったのである。33
　明治維新百年記念展を山口市で開催した佐藤首相だったが、「反中央集権」の巨大なエネル
ギーが、反長州の流れを汲む多摩を起点として革新自治体を全国に燎原の火の如く拡げていっ
た。そして、世界第二の経済大国となった日本には、新たにグローバルな国家構想が求められ
ようとしていた。
32…武蔵野市史編纂委員会（1970）『武蔵野市史』pp.874-875
33…松下圭一（1985）『市民文化は可能か』岩波書店 pp.111-121
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